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世界におけるミツバチ減少の現状と

欧米における要因

セイヨウミツバチApismθlliferaはハチミツ

やローヤルゼリーをはじめとしたミツバチ産物

の生産だけでなく，作物の花粉交配のための花

粉媒介者(ポリネーター)として不可欠な昆虫

である.現代養蜂においては，特に食糧生産に

おけるミツバチのポリネーターとしての役割が

重要性を増している.ミツバチのもつ経済的価

鵠は年間約 2，120億米ドル，日本円にして約

20兆円と試算され，全世界の農業生産物にお

ける総価値の 9.5%を占めるまでLこいたってい

る CGallaiet al.， 2009). 

また，ミツバチは農作物だけでなく自然界に

おいても様々な野生植物のポリネーターとして

重要であり，地球生態系の多様性の維持や自然

環境の保全にも大きく貢献している.このよう

な観点から， I地球上からミツバチが消えれば，

人類は絶滅する」といった扇動的な表現を自に

することがある.しかし，実際そのようなこと

が起こることはまずありえない.なぜなら，人

類の主要な主食であるコムギ¥ トウモロコシ，

コメ，ジャガイモは風媒花や自家受粉を行うな

どポリネーターとは無縁に花粉交配が可能だか

らである CGenersch， 2010). 

しかしながら，果物や野菜，コーヒーやお茶

など多くの農作物は花粉交配にポリネーターが

必要であり，ある試算では，世界食糧生産の

約35%は昆虫をはじめとしたポリネーターに

依存するとされている.さらに，そのうちの

90%は家畜であるセイヨウミツバチによって

賄われている CDelaplaneand羽ayer，2000). 

したがって，ミツバチが絶滅しでも人間は絶滅

しないが，ミツバチのボリネーターとしての役

割は，私たちの生活に重要であることに変わり

芳山三喜雄

はない.

2006年にアメリカで報告された蜂群崩壊症

候群 CColonyCollapse Disorder; CCD)による

不可解な蜂群消失現象が全世界のマスコミを賑

やかせ，人々のミツバチへの関心はさらに高ま

った.CCDは2006年冬にアメリカで起こっ

た原閣不明のミツバチ群の崩壊現象である.通

常の逃去とは異なり，蜂群内には女王蜂とごく

少数の働き蜂だけしか残存しない，巣箱周辺に

はミツバチの死体は見当たらない，ハチミツや

花粉は十分貯蔵されている，といった特徴が挙

げられる.CCDの原因は現在も研究中である

が，このミツバチ失跨騒動を発端にして，世界

規模でミツバチとミツバチ減少に関する問題は

大きな話題となってマスコミ等で盛んに取り上

げられた.このような現状を受けて， 2010年

には， 3つの主要な闇捺学術誌である Journal

of Apicultural Research， Apidologieおよび

Journal of Invertebrate Pathology C無脊椎動物

病理学雑誌)がミツバチ関連の特別与を発行し

て，蜂群消失とミツバチの健康および蜂病につ

いて特集している.本稿では，主にヨーロッパ

と北米を中心に，世界の異なる場所でのミツバ

チ群沼失とそれに関連する要因であるミツバチ

の病害虫について紹介する.

世界の蜂群数

世界全体

閤際連合食糧農業機関 CFAO)の報告では，

2007年の全世界におけるミツバチの群数は

7260万群と推察されている. 1961年から

2007年までの位界各地域の蜂群数の増加を図

lに表した.世界規模でみてみると約 45%の



66 

60 

50 

( 

吟みふ

と'" 40 
円

一¥

返30
J戸込
官、 20

nu 
l
 

。

オセアニア

中南米

北米

アジア

ヨーロツノ号

アフリカ

1960 1970 1980 1990 2000 2010年

図1 1961年から 2009年の般界における蜂鮮数の変化 (FAOStatのデータに暴づき作成)

自宅1i坊主の変化(%)
増加率そ示しており，過去 50年間で世界のミ

ツパチの蜂ifr.数は増加しているといえる.しか

しすべての地域で増加したわけではない.特

に，ヨーロッパ(-25.1%)と北アメリカ (-49.1%)

で減少が見られる.一方，大きな増加傾向は，

アジア (+288.5%)，アフリカ (+131.6%)，中

央・南アメリカか82.9%)，オセアニア (+40.0

%)などでみられる.

国別

地球全体では，蜂群数は過去50年で45%増

えたが，個々のOOJ]IJで、は数値は異なっている.ヨ

ーロツ1¥と北米の主な間における蜂群数を図2

に示した.北米では，アメリカやメキシコは減少

したが，カナダでは増えている.ヨーロッパで、は，

ドイツ，スイス，スウェーデ、ン，オーストリアで

蜂群数は減少した.一方，ギリシヤ，イタリア，

ポルトガル，スペインでは増加している.

1)アメリカ

ここで実際にミツバチ不足に罰窮している

出の併としてアメリカのデータ(図 3)をみて

みると 1947年の 590万群を最高に 2008年

の230万群まで 61%の減少がみられた.ハチ

ミツ生産用の蜂群は米国農務省の農業統計局

(NASS)によって 1943年以来集計されている.

蜂群の分割や，女王蜂導入の方法による蜂群数

の変化は考慮にいれる必要があるが，大きな傾

向としては減少傾向にある.
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図2 1961年から 2006年のヨーロッパと北米に

おける蜂群数の変化

vanEngelsdorp and Meixner， (2010)より改変

2) ヨー口ツ J~

ヨーロッパ全体における蜂群減少は 1970年

の2100万群から 2007年の 1550万群へとゆっ

くりと減少している.いくつかの間においては，

蜂群数集積法の違いなど不完全な集計結果もあ

り，完全に比較することは不可能であるが，ヨ

ーロッパにおける蜂群数は個別の国々の状況に

依存している.特に，フィンランドやスペイン

では 50%以上の上昇を見せているが，対照的に

オーストリアやドイツでは同時期に減少してお

り，スウェーデ、ンで、は 75%の減少である(図2).
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図3 1944年から 2008年のアメリカにおける

蜂群数の変化(1982~ 1985は統計なし)

vanEngelsdorp and Meixner (2010)より改変

現世，世界規模でのミツバチ減少が進行して

いるという印象が強いが，世界全体では，過去

50年間における経済成長の影響を受けて，蜂

群数は増加している.実際，ミツバチ減少に直

面している留の数は少ないのが現状であり，お

そらくアメリカやドイツなど，影響力の大きい

国々でのミツバチ減少がテレピやインターネッ

ト等で大々的に報道されている側面もあると忠

われる.いずれにしても北米やヨーロッパのあ

る特定の国・地域においては，ミツバチ減少が

開題化している.

ミツバチ減少の要閣

社会経済面での多くの要閣が，蜂群数の減少

に関与しており，特に， 1990年代のヨーロッ

パにおける蜂群数の減少は，ソ連崩壊による東

ヨーロッパの政治的，経済的な混乱と関係して

いる (Aizenet al.， 2008). また農業体系の変化

による収益の低下の影響はヨーロッパやアメリ

カでは顕著であり，養蜂業者数の激減もミツバ

チ減少の大きな要因としてあげられる (Pottset 

al.， 2010). さらに，ミツバチは多様な病気や環
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境の変化に非常に弱く，ミツバチ減少の理由と

して，害虫と病原体が重大な袈因になってきて

いる.すべての地域の蜂群減少について単独の

要鴎を陀定するのは不可能だが，病害虫などの

生物学的要国や気候変動など環境的要毘が捜合

的に作用し，ミツバチ群の健全性や消長に影響

しているのは確かである (Genersch，2010). 

表 1に，蜂群減少に関与している特定のミツ

バチの病気と寄生虫を示した.ミツバチヘギイ

タダニと 2種類のウィルスはドイツにおける蜂

群減少に関与している.イスラエル急性麻簿病

ウィルスは当初 CCDの原因として考えられて

いた.微胞子虫(ただしNosθmaapisではなく

N ceranae)はスペインにおける蜂群崩壊の原

因のひとつとされている.ヨーロッパ腐組病は

スイスとイギリスで拡大が懸念されている.下

記にこれらの備別の要因について詳解する.

ミツバチヘギイタダニ

ミツバチヘギイタダニ Varroadestructorは，

外部寄生性のダニでミツバチの幼虫，踊，成

虫に寄生し体液を吸血する(関 4).損得気候

の地域においては，ミツバチヘギイタダニの

被害に対して何も対処をしないと 2年で蜂群

はTli威してしまう (Boeckingand Genersch， 

2008). このため，世界の養蜂現場においてミ

ツバチヘギ、イタダニ対策は蜂群減少の軽減のた

め，より重要になってきている.

ミツバチヘギイタダニは元来， トウヨウミツ

バチApisceranaに寄生するダニである.いくつ

かのミトコンドリアのハプロタイプが存在する

中で，韓国型と日本・タイ型の2種類だけがセ

イヨウミツバチでも寄生・繁嬬できる.マイク

表 1 ヨーロッパおよび北米における務群消失に関与した姿図

病原体 国名引用文献

麹変形病ウィルス DWV ドイツ Genersch et al.， 2010 
ウィルス 急性麻簿病ウィルスABPV ドイツ Genersch et al.， 2010 

イスラエル急性麻海病ウィルス IAPVアメリカ Cox-Foster et al.， 2007 
スイス Roetschi et al.， 2008 
イギリス Wilkins et al.， 2007 

級菌 ヨーロッパ腐!組病磁

ドイツ Gεnersch et al.， 2010 
カナダ Guzman-Novoa et al.， 2010 

節足動物 ミツバチヘギイタダニ

微胞子虫 ミツバチ微胞子虫Nceranae スペイン Higes et al.， 2008 

Genersch et al. (2010)より改変
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図4 ミツバチヘギイタダニに寄生された踊と幼虫

ロサテライトfq科、庁の結果から， トウヨウミツバチ

からセイヨウミツバチへの寄主の切り替えがアジ

アの異なる 2か所で起こったことが示唆されて

いる.近年の世界規模でのセイヨウミツバチの

輪出入の増加にともない，ミツバチヘギイタダ

ニの感染は，過去50年間で全世界のセイヨウ

ミツバチに広まった.今のところオーストラリ

アではミツバチヘギイタダニの侵入は報告され

ていないが，世界中でその分布を拡大している.

ミツバチヘギイタダニによる被害は，ダニの

l汲JIIl活性やウィルスの関与によって影響され

る.例えば，雄蜂ではミツバチヘギイタダニの

吸血により体重が減少し，飛朔能力の低下と精

子生産の減少を招く.またミツバチヘギイタダ

ニに寄生された髄き蜂は記憶;能力に支障をきた

し，方向感覚や帰巣性が損なわれる.さらに，

踊の時期に低密度のミツバチヘギイタダニに寄

生されるとアパエシンやディフェンシンなどの

抗菌ペプチドの遺伝子発現が抑制されるなど，

ミツバチヘギイタダニの寄生によりミツバチの

免疫機構が低下し， 2次的な病原菌Aの感染にも

関与していると考えられている.

このように，ミツバチヘギイタダニのもつ重

要な問題として，ウィルスの媒介者(ベクタ

ー)としての役割がある.現在のところミツバ

チにおいては， 18種類のウィルスの存在が知

られている.そのうち， 5麗類，カシミアウィ

ルス，サックブルード病ウィルス，急性麻捧病

ウィルス，イスラエル急性麻障病ウィルス，趨

変形病ウィルスがミツバチヘギイタダニによっ

て媒介されることが分かつている.しかし，ミ

ツパチヘギイタダニがいなければこれらのウィ

ルスは潜在的には大きな問題にはならず，不顕

性のミツバチ(つまりウィルスには感染してい

るが発症はしていなし、)が蜂群内に存在する状

態である.このようにミツバチヘギイタダニに

よるウィルスの伝矯は蜂群に大きな損害を及ぼ

すので，実際にウィルスのベクターとして働く

ダニの管理対策は非常に重要である.

ウィlレス

1)題変形構ウィルスDeformedWing Virus: DWV 

18種類のウィルスのほとんどが，ミツバチ

倒体や蜂群内に重複して感染しているが，顕著

な症状は現れず，養蜂業に大きな問題を与えて

いない.しかし，ミツバチヘギイタダニのセイ

ヨウミツバチ集団への感染の拡大につれて羽

化後に趨の縮れた成虫が多く出現した(国 5).

当初は，ミツバチヘギイタダニによる体液の吸

血によるものと考えられていたが，後にDWV

の影響だということが判明した.DWVは，他

の多くのウィルスと同様，女王蜂や雄蜂からの

垂直伝播や幼虫u者における餌からの伝播による

場合は，特に病状を示さない穏やかなウィルス

だが，ミツバチヘギイタダニを媒介して踊に感

染すると，縮れた羽，短く!膨らんだ腹部，体色

変化などの症状を呈する(図 5).縮れた羽を

もった成虫は羽化後 67時間以内で死ぬことが

知られている.さらに近年の研究では，ミツバ

チヘギイタダニ体内でDWVは増殖・活性化し，

ミツバチの免疫機構の低下を招いていることも

とわかってきた.

~5 DWVの感染により趨が縮れた成虫



2) :急性麻捧病ウィルス

Acute Bee Paralysis Virus; ABPV 

ABPVは不顕感染すると考えられるが，研究

室内のウィルス注入実験で、は高い毒性を示し，

注射された成虫は 3~5 日で死亡することか

ら，ミツバチヘギイタダニがベクターとして関

与している可能性は高い.ただABPVの場合は，

ダニは単に機械的なベクターとして働いてい

るだけで， DWVのようにミツバチヘギイタダ

ニ体内で増殖しているという報告はない.先に

述べたミツバチヘギイタダニと 2腫のウィル

ス (DWVとABPV)は， ドイツにおける冬季

の蜂群減少の主要な原因であり，他の病原体

は蜂群減少に関与していないことが示された.

3)イスラエル急性麻痘病ウィルスIsraelAcute 

Paralysis Virus; IAPV 

IAPVは2007年に，発見されたウィルスで，

踊と成虫に注射すると高い毒性を示すことか

ら，ミツバチヘギイタダニの存在がDWVや

ABPVと同様に感染力に影響を与えていると考

えられている.IAPVは， 2006年にアメリカ

で発生した CCDに関与しているとされ，脚光

を浴びたウィルスであるが，いまのところその

感染力や缶播様式などは詳しくはわかってい

ない.しかし， IAPV特異的な RNAiによる抗

ウィルス処理によって CCDの発痕が減少した

ことから， CCD様の症状や蜂群崩壊の要関と

して関与していることが示唆された.IAPVは，

中東やオーストラリア，アメリカに広く分布し

ているが，ヨーロッパでは検出されていない.

ヨー口ッパ腐姐病

ミツバチでは，アメリカ腐朗病の病原菌

Paenibacj}jus larvaeとヨーロッパ腐魁病菌

Mθlissococcus plutoniusの2種類の病原性細

菌が知られている.2種とも幼虫に病原性を示

すが成虫には示さない.

アメリカj朗自病は幼虫が巣房内で腐敗すると

いう病状から簡単に判別でき対策手段も既に

確立されている. しかしながら，非常に頻繁

に起こるミツバチ伝染病で全世界の養蜂家に
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多大な経済的損失を与えている. ドイツにおい

ては 10年聞に渡るモニタリングの結果から，

5 ~ 10%の蜂群がアメリカ腐血病に感染して

いるとされている.

ヨーロッパ腐姐病菌は，グラム|場性菌の球菌

で腸球菌属Enterococcusの細菌に近縁である.

感染経路としては，幼虫がヨーロッパ鴎姐病菌

の混入した餌を摂食した擦に感染する.蓋かけ

前のすべての発達段階の幼虫において感染する

が，感受性は幼齢を経るに連れて下がる.感

染後幼虫は通常 4~5 日後に死滅するが，一

部の感染幼虫は踊まで生き残り，感染力のある

菌を含んだ糞をする.ヨーロッパ腐組病菌の病

原性についてはまだよくわかっていないが，ヨ

ーロッパ腐姐病菌がミツバチ幼虫腸内で急激に

増殖することにより，幼虫の栄養摂取が不足し

餓死すると考えられている.そして後の二次的

な病原体の侵入，例えば，P alveiやE.faθcalis 

によって腐食されると考えられている.幼虫は

通常，巣房の底の部分に位置しているが，ヨー

ロッパ腐拙病の被害にあった幼虫は巣房の援に

絡まった状態で存在する(図 6).

ヨーロッパ腐姐病は，長い間養蜂業におい

てはさほど問題にはならなかった.なぜなら多

くのヨーロッパ腐蝦病の蜂群は自然に復活Aして

しまうからである (Baileyand Ball， 1991). し

かし，近年この状況は，少なくともスイスやイ

ギリスなどのヨーロッパの特定の国・地域では

変化してきており，ヨーロッパ閥岨病の大発生

が起きている.特に，スイスでは 2002年以降，

ヨーロッパ腐姐病の発生子|二数は急激に上かつて

図6 ヨーロッパ腐姐病に雑病した幼虫



は非常に病原性が高く，スペインではトウヨウ

ミツバチ微胞子虫は激しい病原性を示し，結果

的にはCCD様の蜂群の崩壊を導いたとされる

(Higes et a1.， 2008). しかしながら，この強い

病原性は他の研究者らの同様な実験によっては

確認されていないため，使用された微胞子虫の

株の遠いと考えられた.したがってトウヨウミ

ツバチ微胞子虫の蜂群への病原性は地域的な問

題であり，全世界的な現象ではないと考えられ

ている (Mayackand Naug 2009).いずれに

してもトウヨウミツバチ徹胞子虫がミツバチの

健康や蜂群の生存に与える影響についてはまだ

不明な点が多い.
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きている(国 7).2009年には， 796件の大

発生が確認されている.さらなる拡大を防ぐた

めに効果的な対策法の開発が急がれる. その他の要罰

本稿で、は触れなかったが，ミツバチにはこの

他にも成蜂の気管内に寄生するアカリンダニ

Acarapis woodi，体表面に言寄生するミツバチト

ゲダニ TropilaelapscJareaθや，チョーク病の

原因真菌Ascosphareraapis，巣を食害汚損す

るハチノスムクゲケシキスイAthinatumidaな

どの数多くの病害虫が存在する.

これらの病害虫の他にも，地球規模での自然

環境の変化の影響もミツバチ減少の要因として

考えられる.都市化による自然破壊によって野

生の蜜源植物は減少の一途をたど、っている.多

くの先進国では化学肥料の使用増加で，牧草地

でのマメ科植物を利用した輪作が減ってきてい

るなど、農業体系がの変化も大きく影響してい

る.その結果として花粉や花蜜が不足した栄養

失調の蜂群は越冬に失敗し，他の病気への感染

を容易にしてしまう.さらに，異常気象などの

気候も直接的に蜂群の生産性に影響を与える.

一般に高い気温は働き蜂の代謝要求を減らすの

で!燦群の生産性はあがる.一方，長期間の雨と

低気温は蝉群の増殖に悪影響を及ぼす.長引く

夏の日照り・かんぱっと秋の長雨は冬越し前の

花蜜や花粉不足の原田となり，越冬時の蜂群壊

滅を招くと思われる (Mattilaand Otis， 2007). 

また，ミツバチ減少の要因のひとつとしてミ

ツバチの遺伝的多様性の減少があげられる.ミ

ツバチは家畜として何世紀もの閤，人間によっ

ノゼマ微胞子虫

ノゼマ微胞子虫は，偏性細胞内容生の真菌で

あり， 1300種， 160属以上からなる微胞子虫

門に属しており，昆虫や節足動物およびヒトそ

含んだ脊椎動物など多岐にわたる生物種から単

離されている.寄主の外部では，休眠型の芽胞

で存在し，これらの芽胞は， {図体関の病気を

缶播させる感染型である.ミツバチでは， 2種

類の微胞子虫，すなわちセイヨウミツバチ微

組子虫Napisとトウヨウミツバチ微胞子虫M

CθIヨnaeがミツバチ成虫に感染する病原体とし

て知られている.昔から，セイヨウミツバチ微

胞子虫はセイヨウミツバチに感染し，寿命の短

縮や群勢を衰えさせることが知られていた.

方， トウヨウミツバチ微胞子虫はトウヨウミツ

バチから発見されたが，近年セイヨウミツバチ

の集団にその感染を拡大してきている.感染経

路としては，ノゼマ微胞子虫の芽胞は糞や花粉

に混入し成虫の中腸内に侵入した後，上皮細胞

内で発芽・増殖し，新たな芽胞を消化管内に放

出する.セイヨウミツバチ微胞子虫によって引

き起こされる病状は便秘症状によって特徴づけ

られる.一方， トウヨウミツバチ微胞子虫によ

るものは，ミツバチ個体の死は生ずるが，顕著

な蜂群としての病状はない.実験室内での感染

実験ではスペインのトウヨウミツバチ微胞子虫



て飼育・管理されてきた歴史から，病害虫対策

のための薬剤の使用，冬の抵温への保護，代替

餌の投与などが施され，病害虫への抵抗性や巣

箱内の高温維持力など他の環境要因への耐性

が低く，遺伝的に脆弱な集団になっていると

考えられる (Grahamet al.， 2006; Mattila and 

Seeley， 2007). 

対策

アメリカでは， 2006-2007年と 2007-2008

年の冬にかけてそれぞれ， 31%と36%の割合

でミツバチ群数の減少が続いたため，全米にあ

る米国農務省農業研究局(じSDA-ARS)5か所

のミツバチ研究機関(メリーランド，ルイジア

ナ，テキサス，アリゾナ，ユタチ1'1)がそれぞれ

協力して原因を追究している.具体的な研究課

題は，ロシア系統などミツバチヘギ、イタダニ抵

抗性のミツバチ系統の育種作出，蜂群の強勢化

のための栄養素を考蕗した代替鎮の改良，寄生

虫・!蜂病の新規対策法，さらには，蜂群管理技

術として長距離移動養蜂家を対象にした年間養

蜂管理法の改善などがあげられる.

さらに，闘を挙げての蜂群減少対策は強化

され2008年度にはアメリカ国立食糧農業研究

所 (NIFA)を中心に， 4年間で 410万ドル(約

4信円)の予算を使い 17の研究機関を巻き込

んだ花粉媒介昆虫の保護のための統合的な研究

プロジェクト ManagedPollinator CAP (http:// 

www.beeccdcap.uga.edu)が遂行されている.

な研究諜題には，ケージ内でのノゼマ微胞子虫

のミツバチへの病原性を解析をするもの，半致

死量の農薬がミツバチに与える生理的・行動学

的な影響を調査してCCDの原留を追究するもの

や，ミツバチヘギイタダニをはじめとした他の

病害虫への抵抗性遺信子を解析したりするもの

がある.また，ミツバチ属以外の花蜂ポリネー

ターの病気と農薬の影響をモニタリングしたり，

女王生産業者や養蜂家への養蜂管理法の知識・

情報の提供も行っている.ミツバチの飼養管理

については， Bee Health Community of Practice 

というウェブサイト (http://www.extension.org/

bee_health)が運営されており，科学的な根拠
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に基づいた蜂群管理法が公開されている.

一方，ヨーロッパでは，アメリカで起こった

CCDによる蜂群減少諮題を受けて，第 71m欧

州連合 (EU)の会議においてミツバチ減少の

関関追及のための研究遂行が決定された.EU 

の行政執行機関である歌州委員会 (European

Commission) とEUの諮問機関である欧州議

会 (EuropeanParliament)を中心に 2010年

から 4年間で 300万ユーロ(約3信円)をミ

ツバチ減少問題解決に費やす.研究内容はミツ

バチの害虫と病気と農薬の影響についての研究

が中心であり，具体的には，ノゼマ微胞子虫と

ミツバチヘギイタダニ，ウィルスでは DWV，

IAPV，黒色女王蜂ウィルス (BlackQueen Cell 

Virus; BQCV) ，農薬はネオニコチノイド系殺虫

剤であるチアクロプリド，ピレスロイド系殺ダ

ニ剤のフルパリネートが実験モデル系に選定さ

れ，ミツバチと病原体と農薬の3者[自の相互

作用について詳細に研究データの蓄積が行こ

なわれている.このプロジェクトは BEEDOC 

(s.ees in .Europ笠andthe 12ecline Qf Honeybee 
Colonies)と呼ばれ，スロパキア，スイス，ブ

ルガリア，スペイン，スウェーデ、ン，フランス，

ドイツ，ベルギー，イギリスの研究機関や大学

が共同研究を行い研究ネットワークが構築され

ている (http://www.bee-doc.eu/).また新た

な試みとして，プロバイオティックスを利用す

る例として，ミツバチ由来の乳酸菌がもっ抗腐

姐病活性などを新規生物農薬の開発に応用しよ

うとする研究が行われている.さらには抗菌作

用のあるプロポリスを新たな蜂病の予防に役立

てようとする試みも控目されている.自然界か

らミツバチ自身が集めてくるプロポリスは，も

ともとは植物が外敵である病害虫に対して備え

ている防御成分の代謝物であり，活性成分の有

効性の検証が期待されている.

まとめ

ミツバチ減少の話題はここ数年メディアで頻

繁に報道され，研究者だけなく一般市民の方の

興味・関心も高まっている.いくつかの要因が

単独または，複合的に関与しており，単一の原
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国を特定するのは困難だが，病害虫による被害

の影響が大きいことが担ー界的な共通認識になっ

てきている.近年，ヨーロッパや北米では，国

が主導的に大22予算を注ぎ込んだ長期的かつ統

合的な調査が行われている.本稿では，その結

果の一部としてミツバチ減少に関与していると

考えられる害虫と病原体を紹介してきた.ここ

で紹介したヨーロッパや北米の閤々の間だけで

も多様な病原体が蜂群減少に関与していること

が示された.過去 50年の間で国や地域ごとの

農業形態や社会経済の変化に伴い養蜂業を取り

巻く環境も大きく様変わりしてきた.例えば，

アメリカでは大規模なモノカルチャーの花粉媒

介にミツバチは酷使され，代表的な例ではアー

モンド産業だけで， 150万群というアメリカ

全体の蜂群の半数以上を利用している.大陸間

の長距離移動などの過酷なストレスがミツバチ

に与える影響など多くの問題に菌面している.

一方，我が国日本では，イチゴの温室栽培に

代表されるように，狭い閤土を有効利用した施

設園芸が発達しており，高品質で付加価値の高

い野菜・果物の生産にミツバチは不可欠になっ

ている.狭し、温室内で、の放飼が与えるストレス

や，高温多湿な条件が病害虫の蔓延に与える影

響などが懸念されている.また閤や地域におけ

る歴史的・地理的な理由から害虫や病原体の伝

播や移動にも違いが生じ，その衛生・前疫体制

も国によって千差万別であるため，蜂病の分布

や発生頻度にも大きな違いが生じている.

さらに，ウィルスや綿琵iなど結果として蜂群

減少へ関与していると判明した要因も，実際の

病原性や感染機構についての詳細は未だ不明な

点が多い.これらミツバチ感染病に対する有効

な予防法の開発のためにも，個々の病原体につ

いて基礎的な研究を遂行し，実験データの蓄積

が思まれる.

今後も世界規模での長期間にわたる現地調査

を継続し，各国の研究成果や情報を共有してい

くことが重要である.そして複数の要因を組み

合わせた多角的な実験モデルを構築すること

で，ミツバチ減少に関与する要問をより正確に

特定できると期待されている.

(〒 305-0901茨城県つくば市池の台2

独立行政法人農業・食品産業技術総合研究機構

畜r主草地研究所みつばちグループ)
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This article reviews current status on honeybee 

colony losses worldwide and focuses on s邑lected

pathogens and parasites， which have been involv巴d

in colony losses in North America and Europe 

Although causes of colony loss巴smay differ from 

country to country ev巴nin the Europe， contents of 

this article on pathogens and parasites of honey-

bees would provide new information and interest-

ing data. In particular， it is suggested that 均rroa

mite is likely the root cause of honeybee losses in 

many countries. The impact of European foulbrood 

and Nosema disease on honeybee health in certain 

countri邑sis also reviewed. Finally， this revi巴w

also highlights research plans aimed at rev告rsing

honeybee decline in North America and Europe by 

governmental funds. 
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